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１．積荷目録のシステム管理における航海番号の一意制約化

釜山 下関

第５次ＮＡＣＣＳにおける入力例 第６次ＮＡＣＣＳにおける入力例

船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日 船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日

NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01 NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01

BBBB B200 △ BBBB B200 △

NACMARU AAAA A101 JPSHS 1 2015/10/03 NACMARU AAAA A101 JPSHS △ 2015/10/03

CCCC C200 1 CCCC C200 △

NACMARU AAAA A102 JPSHS 2 2015/10/05 NACMARU AAAA A102 JPSHS △ 2015/10/05

BBBB B201 2 BBBB B201 △

太字：一意制約項目

「積荷目録登録（ＭＦＲ）」業務等で登録する積荷情報は｢船舶コード＋船会社コード＋船卸港コード＋船卸港枝番｣を一意制約項目としている。そのため、
近海航路の定期船においては、前航海の積荷情報と重複しないよう、船卸港枝番「１～９」を入力する仕様であるが、船卸港枝番の管理、関係者（船会社⇔
ＣＹ）との共有が煩雑であり、実務において支障が出ている。

変更の背景

積荷情報の一意制約項目に航海番号を追加することで、ＭＦＲ等における船卸港枝番の入力を不要＊とする。
（＊）同一航海番号で複数回同一港に寄港する場合には、積荷情報が重複しないよう、従来通り、船卸港枝番を入力する必要がある。

変更内容

・下関 ⇔ 釜山の定期運航（２日間隔）
・運航船会社 ：AAAA社
・共同運航船会社：BBBB社、CCCC社

＜次期＞
航海番号がシステム管理の単位となるため、
船卸港枝番の入力が不要となる。
船会社 ⇔ ＣＹ間の枝番の共有等が不要となる。

＜現行＞
航海毎に船卸港枝番を変えて積荷情報を登録。
枝番は船会社 ⇔ ＣＹ間で決定し、共有する。
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２．「船卸確認登録（ＰＫＩ）」業務等の変更点

第５次ＮＡＣＣＳにおける入力例 第６次ＮＡＣＣＳにおける入力例

船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日 船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日

NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01 NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01

BBBB B200 △ BBBB B200 △

NACMARU AAAA A101 JPSHS 1 2015/10/03 NACMARU AAAA A101 JPSHS △ 2015/10/03

CCCC C200 1 CCCC C200 △

NACMARU AAAA A102 JPSHS 2 2015/10/05 NACMARU AAAA A102 JPSHS △ 2015/10/05

BBBB B201 2 BBBB B201 △

3航海のいずれも「船卸港枝番」
が△であるため、いずれの航海
であるか特定できない。

船会社毎に航海番号を入力する
ことで、どの航海に対する登録
であるかを特定可能とする。

入力項目に航海番号を追加する。
※航海番号は船会社毎に異なるため、ＰＫＫ、ＰＩＤ、ＣＭＦ１１、ＣＭＦ１２、ＣＭＦ１３、ＭＦＡ業務については、船会社コードもあわせて入力項目に

追加する。

変更内容

第５次 第６次
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３．ＩＭＩ業務の検討（変更における問題点）

第５次ＮＡＣＣＳにおける入力例 第６次ＮＡＣＣＳにおける入力例

船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日 船舶コード 船会社 航海番号 船卸港
船卸港
枝番

入港予定日

NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01 NACMARU AAAA A100 JPSHS △ 2015/10/01

BBBB B200 △ BBBB B200 △

NACMARU AAAA A101 JPSHS 1 2015/10/03 NACMARU AAAA A101 JPSHS △ 2015/10/03

CCCC C200 1 CCCC C200 △

NACMARU AAAA A102 JPSHS 2 2015/10/05 NACMARU AAAA A102 JPSHS △ 2015/10/05

BBBB B201 2 BBBB B201 △

【問題・矛盾点②】
複数航海分の積荷情報が検索されるに
もかかわらず、航海番号、入港年月日
等の航海毎に異なる項目が共通部に存
在する。

【問題・矛盾点③】
複数航海分の積荷の件数が出力さ
れるため、出力される件数に意味
を持たない。

【問題・矛盾点①】
本船、港単位の検索となるため、
複数航海分の積荷情報が出力され
てしまう。また、航海番号が共通
部にあるため、どの航海の情報で
あるかが判断できない。
※第５次ＮＡＣＣＳは船卸港枝番

の入力により１航海情報が特定
される。

ＩＭＩの仕様変更は自社システムへの影響が大きいが、ＭＦＲ等における登録単位が航海番号単位に変更となるため、仕様変更が必須となる。
仮に、ＩＭＩの入出力仕様を全く変更しない場合に発生する問題点、矛盾点を以下に示す。

検討内容
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３．ＩＭＩ業務の検討（概要照会 変更案①）

入力 ：航海番号の入力項目を追加し、船会社コードとあわせて必須入力とする。
出力（概要照会）：入力に応じた積荷情報を船会社＋航海番号単位に出力する。

概要照会の変更案①

【変更点】
船会社＋航海番号単位の照会となるた
め、船会社の繰り返し20欄を廃止。
【留意点】
共同運航の場合は、イメージのように
複数回の送信が必要となる。

【留意点】
共同運航の場合は、船会社および航海
番号の入力を変更し、別途送信する必
要がある。

【変更点】
航海番号の入力を追加。
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３．ＩＭＩ業務の検討（概要照会 変更案②）

入力 ：航海番号の入力項目を追加し、船会社コードとあわせて２０欄とする。
出力（概要照会）：変更なし（入力に応じた積荷情報を1航海単位で出力する ）。

概要照会の変更案②

【変更点】
なし。

航海番号の出力は、現行と同
様で先頭に出力した船会社に
かかる航海番号を出力する。

【変更点】
・航海番号の入力を20欄追加。
・船会社の入力を20欄に変更。
※1欄以上必須入力とする。
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３．ＩＭＩ業務の検討（一覧照会 変更案）

入力 ：航海番号の入力項目を追加し、船会社コードとあわせて必須入力とする。
出力（一覧照会）：変更なし。

一覧照会の変更

【変更点】
航海番号の入力を追加。

【変更点】
・出力項目の変更はない。
・第５次ＮＡＣＣＳでは、船会社の指定が

ない場合で共同運航の場合は、共通部の
船会社コードを切り替えながら継続照会
となる。第６次ＮＡＣＣＳでは、船会社
の入力を必須とするため、船会社を切り
替えながらの継続照会はない（案②の入
力となる場合は、ある）。

最大50欄出力

入力された以下の単位でＢ／Ｌ番号を
出力する。50Ｂ／Ｌ毎に継続照会。
・船舶
・航海番号
・船会社
・船卸港＋枝番

Ａ：概要照会
Ｂ：Ｂ／Ｌ番号一覧照会
Ｃ：コンテナ番号一覧照会
Ｄ：積荷目録情報照会
Ｅ：未船卸コンテナ一覧照会
Ｆ：Ｂ／Ｌ照会
Ｇ：Ｂ／Ｌ主要項目一覧照会
Ｈ：コンテナ主要項目一覧照会
Ｋ：Ｂ／Ｌ番号一覧（仮陸揚）照会 ←船会社コードの入力必須
Ｔ：Ｂ／Ｌ番号一覧（包括保税運送）照会 ←船会社コードの入力必須
Ｒ：Ｂ／Ｌ番号一覧（事前通知）照会 ←船会社コードの入力必須
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